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B－55    分散資料の染色性に関する研処（ 某 ＼ %い
昭知牽蚕長　 ○宮田瑞朧　　昭知ナ丸短丸　小 ノ尺冶￥　 世零貳帳ぶ．

目的　 分散 裴料は合戌雄 桂に久くことりr  ぎない重_要な染料 ぢあ るり で、ポ1 エÅ

テ/レ秦繊 絵に対する各逓 命散染彩り 染色栓 を調 べる目的r.  丸にタイラ ー巻層浪 によ

フ て得良分散染躬り訳散係数 は、 テト ロノ布り染 色にあ い1  今泉色含丸 左支配する最

も東孚な因子T あ るこ乙包雁々 めたりT.  岑s］ばテトロン今 における分散､染料と野面

冷性剤の相 互作用およ びキ々リヤ ーによる影 響にフい て胤討(  だ。

方玖　 拡散表象 既知り申斯吻 散 染料7 種 にフい^ 桔 求£漿､置£用（78  °C T  テト

ロンタフタ50 訃と陵イ才 ／系甲 面冶住 剤3 種 £用い、染粁濃Uレ 茫 にて界 面か良剤 渡

島゜･%、嗜、"■%／%  戈 唯、う 、'絢こて.  ／、3  .    5 ,    & 時闇米色、ま たキャ') V  ー

胤^3 雙 に乙　 ／.    Z,    5 、 8 ,    /6,   21-時間染色し栗 色奇の反射李 びS- 染料吸収量左

算出(    だ。

貧粟　 莱粁 吸吸曼ば刄£名栓躬 のil 隻に影響 し 特 に栗 色 ／時 間の場 會塾面泳性 剤

の希薄庵巌・イii ヽiよ、染粁吸､収量ガ、々 、増 大す５ が、界面石桂剤の農良 ゲ高 まるに

従 い、C,M,C 付比 迄染料吸 収-tが低 下する。こ れは、染料 が吻 散剤Iこよ') 布 手沢 に溶

解さ:（ 染料 乙湘 亙 鮪冶づ､ てコンフ･し ヅクス 包形友{  だ貧粟 と解さ れる。ま たト やリ

ヤ- 添ｶﾛ によﾘ 染料吸 収曼ぱ^ 良するが、最良吸収± 包永 亨キヤ リヤ ー'O 胤胱範囲n

におい ては、 乗着平衡に生するのに は, 々1* り長時 限＆砿寥と(, と。

B－56   反応･豪色め遠浅｡論的研 見

お系々八 家政、o 駒 成東｝ 梅酒 努岸ｙ　 体練多　 矢却有尽

目的： ジ'] a  Iレトリ アジッ型反応 朱唇 にI.  らc 籾ﾉe 6以 り の-E- 'レロ-    ス繊練り

A 応痍僑と-t  ロフブ ン膜i  ザ・ヽ走農俸的 に£ れド こ・

* 法： 蓼料a 食 脹にi. う 塩竹I  繰') 恚 レ セD ファン 練 は ヱｰ-ﾗr   )レ.　T－タノ-    ノレ、

政7い 漕 隻 丿 乙。梁色釦 すり セヽロ ファ ソ練 ／t ，米粁 濃羨/ド メ ％ ハ≪'./　恙湖0,

如 枚　pH ?,i-, /0, /l, /之　洛 に かい(  吹報時ro; 丿 温農 諮、4co'C  とし す性 金 でＪ

分眼政変 、度衡衷心 、り参 川に調 整しり う/ り 分 い･ 秀時･|り考色i r--． 固藩キ(T

゜ヤ トs)  め久f: にd  残洛（幻 と李 £膜 かヽらの抽 出液 ごμt.  の匹 色 、お よμ■ - ̂ロフフ

ン陳 め吸l 虹軋^ 色めわと 、活性梁料（趾 卜 に 昌 ジン･  カ-e.イソーダ■ 汰により 残浴

中の悟 性米料 の劃合(^f）ヵヽら 丸りた・ （ 沁 ら'  r ）
鉢 恥： 繊 維と直湊白いこ緬洽 り乙米所 ゜々 i!＼--t)レXI ース繊 維｀反為' 1 るという仮定と

設 呼てm いt'･ 臥床・・･－rt-ら や方倭r- よった・　3  なわ-  ̂天穴 面蒐兎汲'i  i似̂i^-k,趾 朗丿

紅 繊維と艮か 米粁 とのニ汝反応 志度定款,  趾:  直旛 的'こμ冷 し＆法 性釆粁 量バ）Uaa]

：-e,･レロー入 申の反応憲数 、こ- で･ 灸、［aHaal    t一久 で･めな ない^" か 叫。J = 九 が-

11  fj; %  It､f であ 各・ で■ ,   死丿 沁i  ’VSえ･ｉ より凝 一式進度 見放t 球りr-  ̂か、固盾千

か仏< 残洛良量め諏玉お 人ざいことも め’ト' わn.  r-z. 喬の値is 一良?■ な-≫ヽつ/■-.

t  a  ファV  膜吸九度からり 岐 一次刀ロワド^ ＆ヽたり初期 に おいてu  *ヽ/･,  -i *. ,,  乱球

'＼t 色｡/t-しT-~ 匹pH  か' ^ くな%･ IS- ど、4 にヽ殖戻が か ）ほど欺 一次反応に良 わなやヽ つた、

さり 乙卜 叫£の存一在 もr  れと人 さく、f だ。


